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1. 組織の概要 
 

1) 組織の概要 

(1) 事業所名及び代表者 

東日紙商 株式会社 

代表取締役社長 渡邉 正隆 
 

(2) 所在地 
本 社：東京都目黒区目黒 1-17-17 

北関東支店：栃木県足利市花園 53 

東 京 支 店：埼玉県川口市八幡木 3-26-7 

高井戸支店：東京都杉並区高井戸東 4-8-4 

京 浜 支 店：東京都大田区東糀谷 5-8-3 

墨 田 支 店：東京都墨田区文花 2-4-16 

目黒支店：東京都目黒区目黒 1-17-17 

 

(3) 環境管理責任者氏名・担当者連絡先 

環境管理責任者 木下 智 

事務局（連絡先） 吉川 和宏  

連 絡 先  Tel：03(5435)1092 Fax：03(5435)2321 

E-mail：kyoshikawa@tounichi.co.jp 

 

(4) 法人設立年月日 

昭和 63 年 5 月 6 日 
 

(5) 資本金 

20,000,000 円 
 

(6) 事業活動 

製紙原料（古紙）の仕入及び販売、産業廃棄物の収集・運搬業 
 

(7) 年商 

約 42 億円（2021 年度実績：2021 年 7 月～2022 年 6 月） 
 

(8) 事業所数及び事業活動の概要 

東京 5，埼玉 1，栃木 1（計 7 ヶ所） 
a. 本 社：管理・営業 

b. 北関東支店：古紙圧縮、梱包、出荷 及び 産業廃棄物の収集運搬 

c. 東 京 支 店：古紙圧縮、梱包、出荷 

d. 高井戸支店：古紙圧縮、梱包、出荷 

e. 京 浜 支 店：古紙圧縮、梱包、出荷 

f. 墨 田 支 店：古紙圧縮、梱包、出荷 

g. 目黒支店：古紙圧縮、梱包、出荷 
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(9) 組織図＜環境管理体制＞ 

 
 

 
 

部門・役職 主要な役割 

① 代表取締役社長（代表者） 

⚫ 環境目標及び環境活動計画の全体評価・見直し指示 

⚫ 環境管理責任者の任命 

⚫ 経営における課題とチャンスの明確化 

② 環境管理責任者 
⚫ 環境目標・環境活動計画の承認 

⚫ 全社の環境活動の統括 

③ 事務局 

⚫ 環境目標・環境活動計画の策定 

⚫ 環境活動関連情報の取りまとめ及び文書作成 

⚫ 各手順書の作成 

④ 営業部 ⚫ 事務局のサポート 

⑤ 各部門環境責任者 
⚫ 本社・各支店における環境活動の統括 

⚫ 各事業所における緊急時対応訓練計画の策定及び訓練実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①代表取締役社長
渡邉 正隆

⑤本社
環境責任者
常務取締役
今井 貴志

⑤北関東支店
環境責任者
専務取締役
厚木 哲夫

⑤東京支店
環境責任者
野本 昌利

⑤高井戸支店
環境責任者
取締役

久松 丘弥

⑤京浜支店
環境責任者
取締役

久松 丘弥

⑤墨田支店
環境責任者
小國 聡

⑤目黒支店
環境責任者
木島 正浩

②環境管理責任者
取締役副社長 木下 智

③事務局 吉川 和宏

④営業部
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2) 許可・登録の内容 

(1) 許可 
• 産業廃棄物収集運搬業許可証（栃木県） 

許 可 番 号：第 00900008582 号 

許可取得年月日：平成 16 年 7 月 2 日 

許可の有効期限：令和 6 年 7 月 1 日 

事 業 の 範 囲：産業廃棄物（廃プラ，紙くず，木くず，繊維くず，金属くず，

ガラスくず，コンクリートくず，陶磁器くず，がれき類）の収

集・運搬（積替えを除く） 

 

• 産業廃棄物収集運搬業許可証（千葉県） 

許 可 番 号：第 01200008582 号 

許可取得年月日：平成 16 年 7 月 13 日 

許可の有効期限：令和 6 年 7 月 12 日 

事 業 の 範 囲：産業廃棄物（廃プラ，紙くず，木くず，繊維くず，金属くず，

ガラスくず，コンクリートくず，陶磁器くず，がれき類）の収集・運搬（積替え・

保管を除く） 

 

• 産業廃棄物収集運搬業許可証（埼玉県） 

許 可 番 号：第 01100008582 号 

許可取得年月日：平成 23 年 9 月 15 日 

許可の有効期限：令和 8 年 9 月 14 日 

事 業 の 範 囲：産業廃棄物（廃プラ類，紙くず，木くず，繊維くず，金属くず，

ガラスくず・コンクリートくず（がれき類除く）及び陶磁器く

ず，がれき類）の収集・運搬（積替え・保管を除く） 

 

(2) 登録 
• 廃棄物再生事業者登録証明書（東京都）：高井戸支店 

登 録 番 号：第 252 号 

登録年月日：平成 15 年 6 月 13 日 

 

• 廃棄物再生事業者登録証明書（東京都）：京浜支店 

登 録 番 号：第 253 号 

登録年月日：平成 15 年 6 月 13 日 

 

• 廃棄物再生事業者登録証明書（東京都）：墨田支店 

登 録 番 号：第 325 号 

登録年月日：平成 22 年 4 月 7 日 

   

• 廃棄物再生事業者登録証明書（東京都）：目黒支店 

登 録 番 号：第 350 号 

登録年月日：平成 24 年 5 月 15 日 

 

• 廃棄物再生事業者登録証明書（埼玉県）：東京支店 

登 録 番 号：第 I－46 号 

登録年月日：平成 16 年 9 月 6 日 
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(3) 認定 
• 再生資源回収事業者認定証（日本再生資源事業協同組合）：北関東支店 

認 定 番 号：第 N09K－00345 号 

認定取得年月日：平成 18 年 3 月 18 日 

認定の有効期限：令和 6 年 3 月 17 日 

 

• 古紙商品化適格事業所認定証（全国製紙原料商工組合連合会）：北関東支店 

認 定 番 号：C‐01－071－01 

認定取得年月日：2007 年 9 月 1 日 

認定の有効期限：2022 年 3 月 31 日 

 

• 古紙商品化適格事業所認定証（全国製紙原料商工組合連合会）：東京支店 

認 定 番 号：C‐01－071－02 

認定取得年月日：2007 年 9 月 1 日 

認定の有効期限：2022 年 3 月 31 日 

 

• 古紙商品化適格事業所認定証（全国製紙原料商工組合連合会）：高井戸支店 

認 定 番 号：C‐01－071－03 

認定取得年月日：2007 年 9 月 1 日 

認定の有効期限：2022 年 3 月 31 日 

 

• 古紙商品化適格事業所認定証（全国製紙原料商工組合連合会）：京浜支店 

認 定 番 号：C‐01－071－04 

認定取得年月日：2007 年 9 月 1 日 

認定の有効期限：2022 年 3 月 31 日 

 

• 古紙商品化適格事業所認定証（全国製紙原料商工組合連合会）：墨田支店 

認 定 番 号：C‐01－071－05 

認定取得年月日：2007 年 9 月 1 日 

認定の有効期限：2022 年 3 月 31 日 

     

• 古紙商品化適格事業所認定証（全国製紙原料商工組合連合会）：目黒支店 

認 定 番 号：C‐01－071－07 

認定取得年月日：2014 年 4 月 15 日 

認定の有効期限：2022 年 3 月 31 日 

 

 

    ※各事業所の古紙商品化適格事業所認定証は 2023 年に更新予定 

 

 

(4) 許諾 
• プライバシーマーク使用許諾証 ≪㈶日本情報経済社会推進協会≫ 

許 諾 番 号：第 10510065(08)号 

許諾取得年月日：2021 年 2 月 6 日 

  許諾の有効期限：2023 年 2 月 5 日 
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• エコアクション２１認証・登録証 ≪㈶持続性推進機構≫ 

認証・登録番号：0002461 

認証取得年月日：2022 年 5 月 12 日 

認証の有効期間：2024 年 5 月 11 日 

 

 

 

3) 事業の規模・施設などの状況 

(1) 従業員数：96 名（2022 年 6 月末現在） 

 

(2) 敷地面積 
• 本 社：※目黒支店と同敷地内 

• 北関東支店： 2,013 ㎡ (  610 坪) 処理能力：年間 24,000ｔ 

• 東 京 支 店： 3,531 ㎡ ( 1,070 坪) 処理能力：年間 60,000ｔ 

• 高井戸支店：  660 ㎡ (  200 坪) 処理能力：年間 30,000ｔ 

• 京 浜 支 店： 1,254 ㎡ (  380 坪) 処理能力：年間 36,000ｔ 

• 墨 田 支 店： 891 ㎡ (  270 坪) 処理能力：年間 30,000ｔ 

• 目黒支店： 825 ㎡ (  250 坪) 処理能力：年間 30,000ｔ 

      延べ床面積 9,174 ㎡ 

 

(3) 車両 
• 運搬車両の種類・台数 

a. 4 ｔ ト ラ ッ ク： 2 台 

b. 3 ｔ ト ラ ッ ク： 2 台 

c. ア ー ム ロ ー ル： 2 台(産業廃棄物収集運搬車両) 

d. パ ッ カ ー： 2 台 

• 作業車両の種類・台数 

a. フォークリフト：16 台（うち電動フォーク 3 台） 

b. クランプリフト： 9 台（うち電動クランプ 1 台） 

c. シ ョ ベ ル： 8 台 

• 営業車 

a. 普 通 乗 用 車： 7 台（うちハイブリッド車 7 台） 

b. バ ン： 1 台 

 

(4) 主要設備 
• プレス梱包機械 ： 7 基（200HP：1 基，250HP：6 基） 

• トラックスケール： 6 基（40ｔ台貫：4 基，60ｔ台貫：2 基） 

• 古 紙 選 別 機 械： 1 台 

• 断 裁 機： 2 台 

• 破 砕 機： 1 台 

 

 

(5) 処理実績（2021 年度） 

処理量： 古紙  163,311ｔ 

産業廃棄物   898ｔ 
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(6) 古紙処理工程 
         

引き受け ⇒ 分別 ⇒ 
加工    

（プレス） 
⇒ 梱包 ⇒ 出荷 

         

 
 

 

2. 対象範囲 
 

1) 認証・登録事業者 

東日紙商株式会社 

 

2) 認証・登録の対象活動範囲 

製紙原料（古紙）の仕入・販売、産業廃棄物の収集・運搬業 

 

3) 対象事業所 

 本社、北関東支店、東京支店、高井戸支店、京浜支店、墨田支店、 

目黒支店 

 

4) レポートの対象期間及び発行日 

対象期間：2021 年 7 月 1 日～2022 年 6 月 30 日 

    発行日：2022 年 11 月 22 日 

 

 

 

3. 環境方針 
 

地球環境への取り組みがますます重要になってきている昨今、資源

循環型社会の構築に重要な役割を担っている古紙リサイクル事業

の、仕入・販売及び産業廃棄物収集運搬を事業としている東日紙商

㈱では、事業自体がそれら環境問題改善の一翼を担っていることを

認識しつつ、「地球にやさしく、人にやさしく」をモットーに事業

活動を通じ、常に環境への影響を配慮して３R(Reduce
リ デ ュ ー ス

・Reuse
リ ユ ー ス

・
Recycle
リ サ イ ク ル

)の推進を徹底します。 

 

1) エコアクション２１に基づく環境経営システムに取り組み、

環境関連法案・条例等を遵守するとともに、地域・業界・顧

客の環境関連要求事項に配慮しつつ、環境活動の継続的改善

を図る。 
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2) 環境目標及び行動計画として下記の重要項目を設定し、必要に

応じて随時見直しをすることによって、環境方針に整合した活

動を行う。 

(1) 二酸化炭素排出量削減の為の省エネルギーの推進。 

(2) 産業廃棄物（禁忌品）のリサイクルの推進。 

(3) 総排水量の削減と適正使用による節水の推進。 
 

3) 環境コミュニケーションを通じて、環境活動の状況を内外に伝

達する。 
 

4) 全従業員に、この環境方針を周知する。 
 

制定 2 0 1 2 年 8 月 3 0 日 

東 日 紙 商  株 式 会 社 

代表取締役 渡邉 正隆 

 

 

 

4. 環境目標 
 

1) 二酸化炭素排出量の削減 

 管理目標として古紙取扱量 1t 当りの排出量を基準年(2019 年

度)比 1％削減 

関連項目として 

① 電力消費量 古紙取扱量 1t 当りの消費量を基準年

(2019 年度)比 1％削減 

② 軽油消費量 古紙取扱量 1t 当りの消費量を基準年

(2019 年度)比 1％削減 
 

2) 用水使用量削減の削減 

    管理目標として 古紙取扱量 1t 当りの使用量を基準年(2019 年 

度)比 1％削減 
 

3) 産業廃棄物排出量削減 

    管理目標として 基準年(2019 年度)比 3％削減 

    関連項目として古紙取扱量 1t 当りの排出量を基準年(2019 年

度)比 1％削減 
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5. 環境活動計画 
 

1) 二酸化炭素排出量の削減 

   ・・・古紙取扱量 1t 当りの排出量を基準年比 1％の削減 

（目標値：6.60kg-CO2/t） 

(1) 電力消費量の削減 

・・・古紙取扱量 1t 当り基準年比 1％の削減 

（目標値：8.55kWh/t） 

① 不使用な箇所の照明を消す 

② エアコン設定温度を調節する 

③ 不使用機器の電源を切る 

④ コンベアの空運転をしない 

⑤ コンベアの馬力設定は必要限度に止める 

 

(2) 軽油消費量の削減 

・・・古紙取扱量 1t 当り基準年比 1％の削減 

（目標値：0.74ℓ/ｔ） 

① 業務の効率化を進めて、ヤード作業車両（ショベル・

フォークリフト・クランプリフト）の運転時間を削

減する 

② 車両の点検整備(タイヤの適正空気圧、オイルやフィ

ルターの定期的交換) 

③ エコドライブを徹底する(急発進・急加速をせず、ア

イドリングストップも心がける) 

④ 車両の走行距離を可能な限り抑える(計画的な移動を

心がける) 
 

2) 用水使用量の削減 

・・・古紙取扱量 1t 当り基準年比 1％の削減（目標値：21.95ℓ/t） 

① 業務上の散水に関しては適正な使用に努める 

② 手洗い等の用水の使用時における節水 
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3) 産業廃棄物排出量の削減 

(1) 基準年比 3％の削減（目標値：147,566.1kg） 

(2) 古紙取扱量 1t 当り基準年比 1％の削減（目標値：1.16kg/t） 

① 廃棄物の分別を徹底する 

② 産業廃棄物のリサイクルを推進し廃棄量を削減する 

 

 

 

6. 環境目標の実績 
 

1) 本年度環境目標実績 

 

※CO2 排出量の測定方法及び排出係数は以下の通り 

⚫ 電力(消費量 kWh×排出係数 0.526 大和ハウス工業） 

⚫ 軽油(消費量ℓ×排出係数 2.58） 

⚫ ガソリン(消費量ℓ×排出係数 2.32) 

⚫ 灯油(消費量ℓ×排出係数 2.49) 

⚫ 都市ガス(消費量㎥×排出係数 2.16) 

 

 環境目標 

基準年 

(2019 年)度 

実績 

19/7～20/6 

本年度 

実績 

21/7～22/6 

目標数値 目標 

1.二酸化炭

素排出量

削減<古紙

取扱量 1t

当り基準年

比 1％削減

> 

 

6.66kg-CO2/ｔ 

(868,155.49kg

-CO2) 

6.53kg-CO2/t 

(778,049.76 

kg-CO2) 

6.60kg-CO2/t 達成 

①電力消費量削減 

<古紙取扱量 1t 当り基

準年比 1％削減> 

8.64kWh/t 

(1,125,261.0 

kWh) 

8.48kWh/t 

(1,010,074.0 

kWh) 

8.55kWh/t 達成 

②軽油消費量削減 

<古紙取扱量 1t 当り基

準年比 1％削減> 

0.75ℓ/ｔ

(97,226.6ℓ) 

0.74ℓ/ｔ 

(87,626.2ℓ) 
0.74ℓ/ｔ 達成 

2.用水使用量の削減 

     <古紙取扱量 1t 当り基準年

比 1％削減> 

21.95ℓ/t 

(2,889.00 ㎥) 

22.17ℓ/t 

(2,642.00 ㎥) 
21.95ℓ/t 未達成 

3. 産業廃

棄物排出

量の削減 

<基準年比

3.0%減> 

 152,130.0kg 184,246.0kg 147,566.1kg 未達成 

古紙取扱量 1t 当り

の排出量を基準  

年比 1％削減 

1.17kg/t 1.55kg/t 1.16kg/t 未達成 
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中長期計画の 2 年目である今年度は、環境目標が全て未達成になって

しまった昨年度から目標達成状況が改善され、CO2 排出量の削減・電力

消費量削減・軽油消費量削減というエネルギー関連目標を全て達成でき

た。さらに、目標を達成できなかったものの用水使用量も総量・古紙取

扱量当りの使用量が共に昨年度より削減できているため、今年度の環境

活動は明白に昨年度より改善されたと評価できるだろう。 

産業廃棄物排出量の削減は環境目標を達成できなかったがそもそも

弊社が排出する産業廃棄物はお客様から引き取った荷物に混入してい

るものであり、弊社では発生量をコントロールできないため、排出量削

減の努力にも限界があるというのが実情だ。よって、廃棄物の分別等の

地道な活動を継続していくのが重要である。 
 

 

 

7. 環境活動計画の取組結果とその評価 
 

1) CO2 排出量の削減 

(1)電力消費量の削減 
 2021.7 月～2022.6 月 

①不使用な箇所の照明を消す ◎ 

②エアコン設定温度を調節する ◎ 

③不使用機器の電源を切る ◎ 

④コンベアの空運転をしない ○ 

⑤コンベアの馬力設定は必要限度に止める ◎ 

◆総合評価◆ ◎ 

    評価：今年度は環境目標を達成しており環境活動は充分になさ

れていたと評価できる。昨今は電気料金が値上がりし続

けているためそうした面からも効率的な機器の運用で電

力消費量削減を心がけていきたい。 

 

 

    (2)軽油消費量の削減 
 2021.7 月～2022.6 月 

①業務効率化による作業車両の運転時間削減 ◎ 

②車両の点検整備 ◎ 

③エコドライブを徹底する ◎ 

④車両の走行距離を抑える(計画的な移動) ○ 

◆総合評価◆ ◎ 
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    評価：今年度は環境目標を達成しており環境活動は充分になさ

れていたと評価できる。次年度も引き続き効率的な車両

の運用を心がけていきたい。 

 

 

3) 用水使用量の削減 
 2021.7 月～2022.6 月 

①業務上の散水に関して適正な使用に努める ○ 

②手洗い等の用水の使用時における節水 ◎ 

◆総合評価◆ 〇 

評価：昨年度は基準年よりも使用量が多くなってしまったが、

今年度は昨年度及び基準年よりも使用量を減少させる事

ができた。古紙取扱量当りの使用量も昨年度比ではマイ

ナス、基準年比で増加無しにできたため、環境目標は達

成できなかったものの環境活動はなされていたと評価で

きる。 

 

 

4) 産業廃棄物排出量の削減 
 2021.7 月～2022.6 月 

①廃棄物の分別を徹底する ◎ 

②産業廃棄物の廃棄量を削減する △ 

◆総合評価◆ ◎ 

    評価：昨年度比では排出総量及び古紙取扱量当りの排出量は削

減できているので、廃棄物の分別やリサイクル推進等の削

減努力は充分になされていたと考えている。しかし基準年

以下の水準にする事はできず環境目標を達成できなかっ

た。自社で産業廃棄物発生量をコントロールし難い現状で

は、排出量削減のための地道な活動を継続していくことが

重要である。 

 

 

 

 

 

 

 



 

13/14 

 

8.次年度以降中長期目標及び次年度の取組事項 

 

目標項目 
基準年 

（2019 年） 
2020 年 2021 年 2022 年 

1t 当り CO2 排出量削減 6.66kg-CO2/ｔ 
1%削減 

6.60kg-CO2/ｔ 

1%削減 

6.60kg-CO2/ｔ 

2%削減 

6.53kg-CO2/ｔ 

 1t 当り電気消費量削減 8.64kWh/ｔ 
1%削減 

8.55kWh/ｔ 

1%削減 

8.55kWh/ｔ 

2%削減 

8.46kWh/ｔ 

 1t 当り軽油消費量削減 0.75ℓ/ｔ 
1%削減 

0.74ℓ/ｔ 

1%削減 

0.74ℓ/ｔ 

2%削減 

0.73ℓ/ｔ 

1t 当り用水使用量削減 22.17ℓ/ｔ 
1％削減 

21.95ℓ/ｔ 

1％削減 

21.95ℓ/ｔ 

2％削減 

21.73ℓ/ｔ 

産業廃棄物排出量削減 152,130.0kg 
3％削減 

147,566.1kg 

3％削減 

147,566.1kg 

3％削減 

147,566.1kg 

 1t 当り産廃排出量削減 1.17kg/ｔ 
1%削減 

1.16kg/ｔ 

1%削減 

1.16kg/ｔ 

2%削減 

1.14kg/ｔ 

次年度の取組事項は、2019 年度と同一の取組を行うものとする。 

 

 

※基準年お及び各年度における CO2 排出量(kg-CO2)の測定方法及び排

出係数は以下の通り 

⚫ 電力(消費量 kWh×排出係数 0.526） 

⚫ 軽油(消費量ℓ×排出係数 2.58） 

⚫ ガソリン(消費量ℓ×排出係数 2.32) 

⚫ 灯油(消費量ℓ×排出係数 2.49) 

⚫ 都市ガス(消費量㎥×排出係数 2.16) 

 

 

 

9.環境関連法規への違反、訴訟などの有無 
当社が係る主な環境関連法規 

1. 廃掃法（収集・運搬業） 

① 収集・運搬等の基準遵守 

② マニュフェストの交付及び保管 

③ 帳簿整備 
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2. 自動車 NOx・PM 法，道路運送車両法 

① 車検証の交付を受ける 

② 排出基準への適合確認 

3. 消防法 
 指定可燃物の貯蔵及び取り扱いの基準を各支店にて順守 

 

 

2022 年 11 月現在、環境関連法規への違反はありません。また、

関係当局からの指摘及び訴訟などは過去３年間ございません。 

 
 

  

10.代表者による全体評価と見直し指示 
 

1) 全体評価 

3 ヶ年中長期計画の 2 年目は、1 年目が全ての項目で環境目標を

達成できなかったという結果に対し、CO2 排出量削減を始めとす

るエネルギー関連の環境目標を全て達成するという安堵できる結

果となった。目標達成できなかった用水使用量削減についても昨

年度より環境負荷は小さくできているので、エネルギー関連環境

目標の達成と合わせて環境活動はしっかりなされていたと評価で

きるだろう。 

3 年目は 2 年目よりも厳しい水準での目標設定となっているの

で、引き続き着実な環境活動と、古紙取扱量を増やすための営業

活動に取り組んでいきたい。 

 

2) 見直し指示 

特になし。 

 

以上 
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